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■沿革

経済学部 経営学部 法学部

外国語学部

コンピューター理工学部

総合生命学部

文化学部

京都産業大学の概要

■学部構成

理学部

■特色

 １年次から４年次まで、文系理系問わず学部・大学院全てが集結した一拠点総合大学。

 学部学科の交流が学びの可能性を広げ、社会と「共創」するキャンパスで根幹的な力を育成。

1965年創立し、2015年創立50周年

9学部 13,053名 （2017年5月1日現在）

現代社会学部
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キャリア形成支援教育 ＝ 「建学の精神」の具現化

京都産業大学における「キャリア形成支援教育」の位置づけ

【京都産業大学 第1回入学式告辞】（昭和40年4月21日）

本学は産学協同を実践する綜合大学の完成を最終目標と致しますが故に京都産
業大学と名付けました。今や大学は青白きインテリのたてこもる象牙ぞうげの塔で

あってはなりませぬ。

現実の産業界と密接な連繋を保ちつつ理論と実際との融合した教育
に依って卒業後直ちに実社会に役立つ実力を身につけ、日本将来の産業界を双

肩に荷負うて立つ、そういう自信に満ちた人材の育成が本学の使命であります。

創設者
初代総長

荒木 俊馬

3



【期待する効果】

◆若手社員に対して
・学生とまとめ、解決策を検討することで、リーダーとしてのスキルが身に付く

・プロジェクトマネジメントを経験することで、後輩を教える機会が少ない若手育成に役立つ

・自社の課題を検討することにより、当事者意識が芽生え、自ら考え、行動する癖が付くようになる

◆学生に対して

・リアルな仕事の流れを経験することにより、組織の仕組み、チームで働くことの意義を体得する

・企業の抱える課題、仕事の成果とは何かを理解でき、自分がやるべきことを考えられるようになる

・中堅・中小企業について理解し、プラス・マイナス両面からその特徴を知ることができる

内容① ： 企業の課題を共有
・講義：プロジェクトマネジメント、リーダーシップを学ぶ
・若手社員が業界、自社について説明し、課題を学生と共有する

内容② ： 課題の対応策を検討
・講義：問題解決の手法（分析手法等）、ＰＤＣＡサイクルを学ぶ
・課題の論理的分析と解決策の検討

内容③ ： 対応策・実行策の確定
・講義：問題解決の手法（ソリューションプラン）と実行策を学ぶ
・対応策とそれに対する実行策の検討

内容④： 課題へ対応策の発表
・課題、対応策、実行策をプレゼンシートにまとめる
・中間発表し、メンターよりフィードバックを受ける

（2～4年次対象・秋学期開講・2単位・選択科目）

 企業と大学が協働し、若手社員と学生のハイブリッド（Hybrid：混成）による人材育成プログラム
 若手社員の職務上の課題を設定し、若手社員１名＋学生３名のプロジェクトチームで、課題への対応策を検
討、提示する

授業内容

若手社員10人（10社）+学生30人

経済産業省「社会人基礎力を育成する授業30選」受賞（2013年度）

「企業人と学生のハイブリッド」
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社 員

学 生

学 生

学 生

学 生

学 生

学 生

社 員

学 生

若手社員 1名
（上司・リーダー）

+
学生 3名

（部下・フォロワー）

5



大学にいながら長期の就業体験と

同じ経験をさせることはできないか？

問題意識 ①

6



大学は企業にお願いするばかりではなく

貢献することができないか？

問題意識 ②
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問題意識 ③
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むすびわざコーオプ・プログラム

― プログラム概要 ―
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• ２年次・３年次の２年間一貫のコーオププログラム

• 専門教育科目：16単位を付与／（経済・経営・法の３学部）
• ３年次春学期（５セメ）：長期（１５週間）・有給のインターンシップ
• ２年次秋学期（４セメ）と３年次秋学期（６セメ）に事前研究と事後研究を開講

• 共通教育科目：14単位を付与
• 「目的・目標の設定」「論理的コミュニケーション」など職業生活を支える基本スキルを育成

年次 ２年次 ３年次

区分
３セメ
春学期

４セメ
秋学期

５セメ
春学期

６セメ
秋学期

共通教育
科目

（14単位）

むすびわざ
コーオプセミナー１

（４単位）

むすびわざ
コーオプセミナー２

（４単位）

むすびわざ
コーオプセミナー3
（２単位・集中講義）

むすびわざ
コーオプセミナー４

（４単位）

専門教育
科目

（16単位）

インターンシップ
事前研究
（２単位）

長期インターンシップ
（国内）

長期インターンシップ
（海外）
（12単位）

インターンシップ
事後研究
（２単位）

プログラム概要／プログラムの実施内容・方法
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学部専門教育を土台とした長期有給インターンシップを中核に備える２年間一貫のコーオプ教育
の元，「社会を生き抜く力」を持つ人材の育成をする。

３セメ
春学期

４セメ
秋学期

２
年
次
生

５セメ
春学期

６セメ
秋学期

３
年
次
生

学生の思考から
「社会人基準の思考」への転換

長期有給インターンシップに必要となる
基礎的な能力の育成

長期有給インターンシップ
（実践・訓練を体験／体験の振り返り）

長期有給インターンシップの学習成果を
自身の能力とつなげ言語化

授業に
組み込まれる要素

<３大ワーク※1>
フィールドワーク
コンセプトワーク
チームワーク

キャリアマインドの
育成につなぐ
学習スパイラル

※２

学部専門教育の深化

４つの能力フレーム ※３

どういう状況にあってもミッションを任せられる能力と志を持った人材へ

社会を生き抜く力

プログラム概要／学習ステップ概念

「※1」は３ページ参照
「※2」は４ページ参照
「※3」は５ページ参照
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プログラム概要／目指す学生の姿

どういう状況にあっても
ミッションを任せられる
能力と志を持った人材へ

社会を生き抜く力

1
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•現場で考え、感じる

•現場で調べ確認する

•現場で何をどう学ぶか計画し、その学習成果を分析し報告する

•PDCAサイクルをスパイラルさせる

① フィールドワーク
（座学と実技実学）

•全体を貫く物事の本質をとらえる

•たくさんの情報をフレームワークし、自分の考えとして整理する

•問題を見つけ、重点化し、解決策を立案・決定・実行する

•企画書・報告書の文章化とプレゼンテーション

② コンセプトワーク
（論理思考）

•目的・目標など情報の共有を積極的に行う

•自分の考えを表現し、互いの違いを乗り越えて、仲間と助け

合ってより良い考えを創造する「協調性」の涵養

•役割分担と連携を通して「信頼関係」を育む

•責任感の涵養（責任と権限一致）

③ チームワーク
（競争と協調）

授業に組み込まれる３大ワーク

プログラム概要／３大ワーク

3
13



学習スパイラルモデル

①敗北、悔しさ ②衝突、軋轢

③やり抜く喜び ④貢献する喜びと自我

⑤行動規範の習得と葛藤

⑥未知へのチャレンジと好奇心

⑦洗礼と憧れ

⑨仲間意識（集団への帰属）協調と競争

⑩システム思考 ⑪目標管理思考

⑧フロー体験

能力

使う

経験知
となる

言語化
する

タイムリーな
指導

・キャリアマインド（自己と社会への関心）の育成
・自己効力感 ・主体的学習意欲
・上手な頭の使い方 ・専門知への関心

プログラムで体験する
学習を動機付ける
「11のキッカケ」

自己の成長を語りうる根拠ストーリーの構築

プログラム概要／学習スパイラル

4
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①学修する方法を知っている ②見通しをたてる力を持っている

③自己を知り個性を磨く方法を知っている

クラス（授業）で身につけた学習方法を環境に応じた
自分なりの方法として使うことができる。

「願い」から「解決策」までのストーリーで考え行動し、
全体と部分の認知力を持つ

人格形成論の中核になる個性化の育成がなされ「意
志の強さの形成」「自己の思いや考えを主張する方法
の獲得」などが成果となる

④適応力ある社会性を身につける

自己と他者とを受容し合い、社会に関わり、社会に貢
献しようとする姿勢が涵養されている。他者のために
汗をかける。

プログラムを通し目標が達成できたと学生に評価・自覚させる４つの能力フレーム

むすびわざコーオププログラムにおける
専門教育科目での学び

４つの能力フレームを支える根拠能力

プログラム概要／４つの能力フレーム

むすびわざコーオププログラムにおける
共通教育科目での学び

5

• 目的・目標を設定する力
• 目的・目標を達成するための方針（戦略）策定力
• 方針（戦略）に従った実行項目の決定と実行力
• 振り返りと問題発見力および解決力
• 自らの行動規範を設定する力
• 論理的コミュニケーション（書く，話す）力
• 情報分析力と編集力
• 表現力ある日本語運用能力
• 体験的チームワーク力
• プレゼンテーション力，スピーチ力

各学部で学んできた
専門領域での学び

• 各学部での専門性を活かした事前・事後の研究
• 実際の長期インターンシップにおける就業体験
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プログラム概要／教員に求められる思考・行動指針

1 能力と経験をつなぐ循環と、対話を中心にした調査・ロジック・
発表の循環をスパイラルさせる学習環境をつくっていく。

 対話を中心にして、ディスカッション、プレゼンテーションの機会を多く持つ
 論理思考が意識された対話を生み出す環境作りに工夫する

3 担当教員は、丁寧な観察を踏まえたフィードバックを心がけ
「もうひと踏ん張りする」楽しさと喜びを学生に教え、
タフな学生を育てることに注力する。

 最良を求めて最善を尽くす「粘り根性」の涵養を目指す
 学生個々の個性を、学生自身で言語化する試みを繰り返す
 小さなことこそ大切である「小事大事」を徹底する
 授業時間を超えた個別指導にもエネルギーをかける（ゼミ的な対応を心がける）

2 競争と協調を合言葉に、学生同士が切磋琢磨する環境を作りあげ、
互いの能力向上に自律的に取り組み、他者のために汗する大切さを
学べるようサポートする。

 他人のために頑張ることができ、他者からみて「一緒に行動したい」と思われる
思考と行動が出来る＝チームワークに優れた仲間関係を構築する
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プログラム概要／

1 企業開拓

 揺るがぬ信念をもち粘り強く開拓を続ける。（ハードルは非常に高い）
 教育プログラムを企業側に丁寧に説明し、「一緒に学生を育てる思い」を共有する。

※ここの部分が共有できない会社にはアプローチはしない。
 実習内容の質を担保するうえで、「整備された研修システム」、「精度の高い業務マニュアルの

社内徹底」、「事業計画に基づいた経営が浸透」の３点の要素がある企業へアプローチをする。
※実習の質が保証され、教育的な要請にも柔軟に対応できる力がある。

3 学内実施体制の整備

 企業との密なコミュニケーションを継続するため、職員のサポートは欠かせない。
 受入れ企業との関係、学生の学修状況について、関係学部（教授会、教務委員会など）へ、適

宜、丁寧な報告を継続する。

2 社会保険問題

 事前に専門家を交えて協議することでリスクを減らし送り出す。
 本学においては、平成26年度以降、以下の条件で学生を送り出している。

⇒「健康保険・厚生年金保険/雇用保険」加入する必要がない範囲内で就業
「労災保険」企業負担で加入

実施する上での課題
それを解決し実践するまでのプロセス
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プログラム概要／取組の成果・今後の課題

1 取り組みの成果

 仕事に関わる漠然とした学生の不安や期待が確実に具体化している。長期だからこそできる経験
や観察を学生自身の言葉に言語化することで（教員の粘り強い観察・フィードバックと達成要求
が必須）、基準をしっかり持った評価を求めるようになり、選職などライフイベントについても
地に足をつけた議論を始めている。親との会話も感覚的なものから具体的なものに近づき、コ
ミュニケーションの質が上がっている。

 働く意味について真剣な問いが生まれ、ディスカッションが始まっている。努力の見積りについ
ても具体的になり、実行と結果の間（プロセス）に学生が向き合う役割認識や能力は、自己理解
を進めている。さらに、社会とのつながりを強く意識出来るようになり、個と全体の両方の視点
から物事を理解しようとする姿勢が生まれている。教員からの専門的な理論提供や講義が必須と
なるが、目標設定、意思決定、組織適応、プランニングなどキャリアの専門的な領域への学術的
アプローチが始まっている。

2 今後の課題

 情熱と事業策定実施・社員育成経験とキャリア専門性を兼ね備えた教員の養成と配置。正しい
設計と取り組みを推進し、評価できる教員が意思決定の核にならなければ、一般的な教育支援
プログラムの一部になってしまい、質的発展は望めない。

受講期
（実習年度）

１期生
（H27年度）

２期生
（H28年度）

３期生
（H29年度）

４期生
（H30年度）

学生数
（実習先）

13名
(国内12名・海外１名)

19名
(国内17名・海外2名)

13名
(国内12名・海外1名)

８名
（未定）

受入企業数 国内４社・海外１大学 国内8社・海外１大学 国内7社・海外1社 未定

※1～３期生は２～４年次生までの３年間一貫のプログラム，４期生より２・３年次生の２年間一貫のプログラム
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株式会社クレディセゾン × 実践女子大学・京都産業大学

大学の場を活用した社員研修プログラム

事前研修 事前学習

合 同 セッション

事後研修 事後学習

++

++

企業理念と自らの仕事、そして働くということ

テーマ

「一般社団法人産学協働人材育成コンソーシアム」主催
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御社が大事にしている点（こだわり）

自らの仕事をストーリーで語る
自らの仕事の価値を語る

にこだわるのは

成長が止まり次のステップに上がれない中堅（30代以降??）が気になるから??

自分なりの知識、持論、ノウハウの固定化

これを脱するには「経験から学ぶ力」を伸ばす

自らの業務を
「何をしているか＝ドゥアブル《doable》は《do》（す
る）＋《able》（できる）」で行動内容で語るので
はなく、
「何をもたらしているか＝デリバラブル
《deliverable》は《deliver》（＝お届けする、も
たらす）＋《able》（＝できる）」で提供価値で
考え、語る

＝

メタに上がる

具体的に
経験する

内省し
振り返る

教訓を
引き出す

新しい状況
に適用する

経験学習サイクル（コルブKolb) メタに上がる問い

企 業 理 念

自ら考え、学生に分かるように話す。経験、知識のない他者に伝えるには「本質」を掴む必要がある。
20



文部科学省高等教育局専門教育課
「インターンシップ推進のための課題及び具体的効果・
有用性に関する調査研究（概要版）」

学生：91.2％ 企業等：71.8％

大学等
89.6％

学 生 企 業 等 大 学 等

「大いに満足」
＋

「どちらかというと満足」
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文部科学省高等教育局専門教育課「インターンシップ推進のための課題及び具体的効果・有用性に関する調査研究（概要版）」

74.4％

学 生 企 業 等 大 学 等

55.8％ 39.6％

事前・事後無
54.3％

事前有：70.1％
事後有：62.3％

事前有：95.7％
事後有：94.7％

70.7％５0.６％ 83.7％
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教育的効果の高いインターンシップを阻害する負の循環

平成24年度経済産業省「産学連携によるインターンシップのあり方に関する調査」報告書

質的・量的に不十分

23
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アメリカのインターンシップの現状

エントリーレベルの採用

実社会での経験の提供

大学との関係構築

インターンシップ、コーオプ実施の目的

National Association of Colleges and Employers Internship & Co-op Report 2017
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アメリカのインターンシップの現状 National Association of Colleges and Employers Internship & Co-op Report 2017

インターンシップからの採用
オファー率

承諾率

採用率

オファー率

承諾率

採用率

コーオプからの採用
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アメリカのインターンシップの現状 National Association of Colleges and Employers Internship & Co-op Report 2017

入社1年後の定着率

入社5年後の定着率

自社インターンシップ

経験なし

他社インターンシップ

自社インターンシップ

他社インターンシップ

経験なし
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アメリカのインターンシップの現状 National Association of Colleges and Employers Internship & Co-op Report 2017

課題解決
プロジェクト
マネジメント

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ事務的業務付随業務

インターンシップ/コーオプの業務内容

28



アメリカのインターンシップの現状 National Association of Colleges and Employers Internship & Co-op Report 2017

インターンシップの時給額

コーオプの時給額
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■1906年にシンシナティ大学（University of Cincinnati）で開始されたプログラム。
■現在、先進諸外国、アジア諸国、アフリカ諸国等、広く世界各国で展開されている。

米国では、コーオプ教育を次のように定義

「教室での学習と、学生の学問上・職業上の目標に関係する分野での有益な職業体験とを

統合する、組織化された教育戦略。

これにより理論と実践を結びつける漸進的な経験を提供する。コーオプ教育は学生、教育

機関、雇用主間の連携活動であり、当事者それぞれが固有の責任を追う」

（National Commission for Co-operative Education 全米コーオプ教育委員会による ）

＊企業での体験と大学での学習を融合し、学生がスパイラルアップするプログラム
＊人材育成の目標を企業と大学で設定し、それを実現させるプログラムと指導方法をともに開発

①組織的教育戦略
②漸進的（段階的）
③学生・企業・学校の連携活動
④全当事者が固有の責任を持つ

■他の定義でも共通する項目

コーオプ教育（Co-operative Education）とは

30



コーオプ教育（Co-operative Education）とは

コーオプ教育推進に向けて、米国政府の助成金制度により飛躍的に普及（1970年代200校→1998年1000校）。
その後、補助金がカットされ実施校は減少（1000校→700校）したが、この間、産業人材の育成において、着実な
成果を上げてきたことで社会でのコーオプ教育に対するニーズや運営ノウハウを持った専門人材が育成されたことで、
現在でも20万人/年が受講している。

 大学が教育（教学プログラム）として位置付ける
 学生は専攻分野と関連する生産的な仕事に従事（単なる会社見学、アルバイトは認められない）
 長期の就業体験と報酬の支払いが基本（但し、無償の学生の雇用者性を認める場合、学生は賃金と同等の
トレーニングという代償を得ているとの解釈をする例も出てきた）

 学生の活動記録の正式な認定（成績評価、単位認定）
 企業は就業体験中の指導と評価を行う
 就業体験が複数回設けられている（大学での学習時間の30％～50％）
 学生・大学・企業のメリットの最大化を目指したプログラム設計

20世紀初頭の米国で、大規模な産業構造への変革により専門的な知識を持った多くの労働者が緊急に必要となっ
た。しかし、当時の大学教育だけでは適応できなかったので、大学で学びながら労働力として活用できる教育プログラ
ムを開発。
古典的なコーオプ教育モデルはJohn Dewey（体験教育論）と Jean Piaget（認知発達論）の影響を受け「体
験学習モデル（Experiential Learning Model）を開発した教育学者David Kolbにより紹介された。

■コーオプ教育誕生の背景

■コーオプ教育の現状（米国）

■コーオプ教育の特徴
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ヴィクトリア大学（カナダ：University of Victoria）のコーオプ教育

【ヴィクトリア大学経営学部のカリキュラム例】

ブリティッシュ・コロンビア州に所在し、「2010Times Higher Education」に全世界で130位、カナダ国内で6位
にランキング（全世界200位以内にカナダの大学は9つ）

1963年に設立。学生数は約20,000人（うち大学院生は約3,000名）
1975年からコーオプ教育を導入。現在、10学部毎に全47の専門領域のコーオプ教育プログラムを実践。
全学約70名のコーオプ専門スタッフが担っている

ほぼ全員の学部学生がコーオプ教育プログラムを受講することが可能
学部・学科により、必修と選択の場合がある
各就業体験期間（４ヶ月）で4.5単位に換算 （ただし、卒業要件単位数60単位には含まれない）
就業体験終了後、学んだことをフィードバックするとともに、自分の将来について議論し、個人キャリアファ
イルにまとめられて大学での関連授業に反映される

毎年国内外3,000以上の企業で、約2,700名が参加している。平均月収$2,783
海外のケースは35カ国130件
就業体験の成果を学生本人、就業先、コーディネーターが評価 （コンピテンシー・キット）

就業
体験

就業
体験

就業
体験

就業
体験
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カナダ、ブリティッシュ・コロンビア州の州都ヴィクトリア
に所在し、「2010Times Higher Education」に全世界
で130位、カナダ国内で6位にランキング（全世界200

位以内にカナダの大学は9つ）されている、カナダ国内

でもトップクラスの大学である。この大学の大きな特色
の一つがコーオプ教育である。

コーオプ教育は
アカデミック・プログラム
の一部として位置付け

学部学生向けガイドブック

ヴィクトリア大学（カナダ：University of Victoria）のコーオプ教育
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 学生向けにCompetency kitを提供 ※インターンシップに限らず、学生生活全体で活用

 全学共通の10のCore Competencyに加え、専攻ごとのCompetencyも定め、専門教育の実質化も図っている

 目標設定や測定に加え、就職活動時にどう自身のCompetencyを伝えるかということもサポート

＋

ヴィクトリア大学（カナダ：University of Victoria）の教育効果の評価

全学共通の10のCore Competency 専攻ごとのCompetency
34



欧米では企業からの評価を教育全体の継続的改善に活用

 アメリカ・シンシナティ大学の例

平成２５年度経済産業省研究委託事業「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」

欧米の大学では企業からのフィードバックを評価・分析し、コーオプ教育そのものの改善だけでなく、大学・学部のカリキュラム全体や教
授法の継続的改善に活用している。

（出所：シンシナティ大学、
Leveraging Cooperative 

Education to Guide Curricular 
Innovation、2008）

1 2 3 4 5 6

Employer Feedback 企業からのフィードバック

Continuous 
Improvement
継続的な改善

Reporting 評価・分析

Other Feedback

Curriculum & Pedagogy
カリキュラムおよび教授法

①教育的効果の評価

第5章 教育的効果の評価と質保証のあり方

Freshmen
（1年次）

Sophomore
（2年次）

Pre-Junior
（3年次）

Junior
（4年次）

Senior
（5年次）

F
秋

W
冬

S
春

S
夏

F
秋

W
冬

S
春

S
夏

F
秋

W
冬

S
春

S
夏

F
秋

W
冬

S
春

S
夏

F
秋

W
冬

S
春
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予定調和的なプログラムの危うさ

学習機会になっていないのに、有意義な経験をしたと錯覚している（学生も教員も）

・異なる価値観を持った人との出会い⇒実は同質な人間。社会人との会話量を圧倒的に増やす。
・自分で考え、実行した⇒共同作業の一つのパーツで自分で意思決定しているわけではない

過去の事例を活用すれば対応可能なパッケージ的、マニュアル的な取り組み
•「フリ」。書いて満足。振り返りが極めて浅い。発する言葉に対するコミットメントも弱い。
・社会においては不十分なレベル（完成度）であるにも関わらず、「出来た」と勘違いし、小さくまとまる。

予定調和的な学習から誤った自己認識を生んでいないか

地に足がついていない、独りよがりの意識高い系を生んでいないか

インターンシップ、PBLにしても、すべては「きっかけ」であり、次に繋げていくことが大事

それができるのは、学生という同質な存在の中で、唯一異質な存在である大学教職
員であり、学生に良質で、戦略的な関わりを持つ必要がある。

大学の外部人材ではなく、大学の内部人材（教職員）の専門人材としての役割が重要
36



できることからやらせて、できるようになったら、徐々に難しい仕事をやらせる

「メンバーシップ型（入社型）」社会における人材育成

企業が求める〇〇力＝階段を上がっていく力

耐え
叱られ

失敗し

恥かき
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１．学生を成長させるだけではダメ。

企業も地域も成長していく仕組み。

２．「個社完結型『採用・育成』システムから

「社会協働型『育成・活用』システム」へ

３．知恵を出し合い、工夫をし、具体的な事例を

どれだけ創出し、蓄積、共有できるか

これからの産学協働教育に求められること

４．お互いに“さらし合い”、本音で、本気で

首を突っ込み合う
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本日はありがとうございました。

発表内容についてのご意見・お問い合わせ

matsutaka@cc.kyoto-su.ac.jp
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